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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１の８９位の残基Ｘがシステインではない配列番号１のポリペプチド、または
配列番号１の８９位の残基Ｘがシステインではない前記ポリペチドの機能的に等価な変異
体を含んでなるポリペプチド。
【請求項２】
　前記機能的に等価な変異体が、配列番号１のポリペプチドに対して１種またはそれ以上
のアミノ酸の欠失、挿入または付加から生じる任意のポリペプチドであるか、または配列
番号１のポリペプチドの化学的修飾から生じ、配列番号１の８９位の残基Ｘがシステイン
ではない配列番号１の腫瘍抑制活性を実質的に保存する任意のポリペプチドである、請求
項１に記載のポリペプチド。
【請求項３】
　前記ポリペプチドが、
　ａ）　配列番号１の８９位の残基Ｘがシステインではない配列番号１のポリペプチドか
らなるものであるか、または配列番号１の８９位の残基Ｘがシステインではない前記ポリ
ペプチドの機能的に等価な変異体からなるポリペプチド、および
　ｂ）　配列番号３の８９位の残基Ｘがシステインではない配列番号３のポリペプチドか
らなるポリペプチド
からなる群から選択されるものである、請求項１または２に記載のポリペプチド。
【請求項４】
　配列番号１の８９位の残基Ｘがセリンまたはアラニンである、請求項１～３のいずれか
一項に記載のポリペプチド。
【請求項５】
　配列番号４からなる、請求項４に記載のポリペプチド。
【請求項６】
　ａ．請求項１～５のいずれか一項に記載のポリペプチドまたは該ポリペプチドの機能的
に等価な変異体と、
　ｂ．前記ポリペプチドまたは該ポリペプチドの機能的に等価な変異体の細胞内取り込み
を促進する化学的部分と
を含んでなるコンジュゲート。
【請求項７】
　前記ポリペプチドまたは該ポリペプチドの機能的に等価な変異体の細胞内取り込みを促
進する前記化学部分が細胞透過性ペプチド配列であり、該細胞透過性ペプチド配列と前記
ポリペプチドまたは該ポリペプチドの機能的に等価な変異体とが融合タンパク質を形成す
るものであり、好ましくは前記細胞透過性ペプチド配列が、ＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲ（配列
番号３８）およびＲＲＲＲＲＲＬＲ（配列番号３９）からなる群から選択されるものであ
る、請求項６に記載のコンジュゲート。
【請求項８】
　更なる核局在化シグナルをさらに含んでなる請求項６または７に記載のコンジュゲート
であって、特に該核局在化シグナルが、ＰＫＫＫＲＫＶ（配列番号６）、ＰＡＡＫＲＶＫ
ＬＤ（配列番号５４）およびＫＲＰＡＡＴＫＫＡＧＱＡＫＫＫＫ（配列番号７）からなる
群から選択されるものである、コンジュゲート。
【請求項９】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のポリペプチドまたは請求項６～８のいずれか一項
に記載のコンジュゲートをコードするポリヌクレオチド。
【請求項１０】
　請求項９に記載のポリヌクレオチドを含んでなるベクター。
【請求項１１】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のポリペプチド、請求項６～８のいずれか一項に記
載のコンジュゲート、請求項９に記載のポリヌクレオチド、または請求項１０に記載のベ
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クターを含んでなる宿主細胞。
【請求項１２】
　薬学的有効量の請求項１～５のいずれか一項に記載のポリペプチドまたは該ポリペプチ
ドの機能的に等価な変異体、請求項６～８のいずれか一項に記載のコンジュゲート、請求
項９に記載のポリヌクレオチド、請求項１０に記載のベクター、または請求項１１に記載
の宿主細胞と、薬学的に許容される賦形剤とを含んでなる医薬組成物。
【請求項１３】
　治療において用いられる、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　癌の予防および／または治療に用いられる、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記癌が膠芽腫および非小細胞肺癌からなる群から選択されるものである、請求項１４
に記載の医薬組成物。
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